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和 文 要 旨 

【 目 的 】 未 破 裂 脳 動 脈 瘤 を 有 す る 急 性 脳 梗 塞 に 対 す る  tissue 

 plasminogen activator （  t-PA ） 治 療 後 に 脳 動 脈 瘤 の 破 裂 を 来 た す 可 能 性 は

稀 で あ る と さ れ て い る ． 今 回 我 々 は  t-PA 投 与 直 後 に 未 破 裂 脳 動 脈 瘤

の 破 裂 に よ る く も 膜 下 出 血 を 発 症 し た 一 例 を 報 告 す る ． 

【 症 例 】  74 歳 女 性 ． 構 音 障 害 ， 左 片 麻 痺 で 救 急 搬 送 さ れ 右 放 線 冠 の

ラ ク ナ 梗 塞 を 認 め た ．  t-PA 投 与  1 時 間 後 に 急 な 頭 痛 ・ 嘔 気 を 訴 え ，

昏 睡 状 態 と な っ た ． 前 交 通 動 脈 瘤 の 破 裂 に よ る く も 膜 下 出 血 と 診 断

し ， コ イ ル 塞 栓 術 を 行 っ た ． 

【 結 論 】 未 破 裂 脳 動 脈 瘤 を 有 す る 急 性 脳 梗 塞 で の  t-PA 療 法 は 脳 動 脈

瘤 破 裂 の リ ス ク が あ り ， 投 与 に つ い て は 慎 重 な 判 断 を 要 す る ． 

 

緒 言  

未 破 裂 脳 動 脈 瘤 を 有 す る 急 性 脳 梗 塞 に 対 す る  t i s s u e  p l a s m i n o g e n  

 a c t i v a t o r （  t - PA ） 療 法 は 慎 重 投 与 に 該 当 す る が  1 ) ，  t - PA を 使 用 後 に

症 候 性 頭 蓋 内 出 血 を 来 た す 頻 度 が 増 加 せ ず ， 脳 動 脈 瘤 が 破 裂 す る 可

能 性 は 極 め て 稀 で あ る と さ れ て お り ，  t - PA 投 与 の メ リ ッ ト が 優 る と

す る 報 告 が 多 い  2 ) 3 ) 4 ) 5 ) 6 ) ． 今 回 我 々 は 急 性 脳 梗 塞 に 対 し て  t - PA 投 与

直 後 に 未 破 裂 前 交 通 動 脈 瘤 が 破 裂 し ， く も 膜 下 出 血 を 来 た し た 症 例

を 経 験 し た の で 報 告 す る ．  

 

症 例  

症 例 ：  7 4歳  女 性  

既 往 歴 ： 高 血 圧  高 脂 血 症  
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現 病 歴 ：  8 時 頃 朝 食 中 に 構 音 障 害 ， ふ ら つ き ， 左 手 足 の し び れ を 自

覚 し ， 近 医 ク リ ニ ッ ク を 受 診 し 脳 梗 塞 の 疑 い で 当 院 を 紹 介 さ れ  11時

 2 5分 に 来 院 し た ．  

入 院 時 所 見 ：  G l a s g o w  C o m a  S c a l e  ( G C S  )  E 4 V 5 M 6 ， 左 片 麻 痺 ； 上 肢

MMT ：  3 / 5 ， 下 肢 MMT ：  3 / 5 及 び 軽 度 の 左 顔 面 麻 痺 ， 構 音 障 害 を 認

め た ．  N a t i o n a l  I n s t i t u t e  H e a l t h  S t r o k e  S c a l e （  N I H S S ） は  5 点 で あ っ

た ． 院 内 プ ロ ト コ ー ル に 従 い ， 緊 急 頭 部  M R I を 施 行 し 右 放 線 冠 に 新

鮮 梗 塞 を 認 め  D i f f u s i o n - w e i g h t e d  i m a g i n g - A l b e r t a  S t r o k e  P r o g r a m  

 E a r l y  C T  S c o r e （  D W I - A S P E C T ） は  1 0点 で あ っ た ．  M R A で は 主 幹

動 脈 の 閉 塞 は 認 め ず ， 前 交 通 動 脈 に 径 3mm の 脳 動 脈 瘤 を 認 め た

（  F i g . 1 ）．  

来 院 後 経 過 ： 未 破 裂 脳 動 脈 瘤 以 外 の 慎 重 投 与 項 目 が な く ， 麻 痺 症 状

が 比 較 的 強 い こ と か ら 本 人 及 び 家 人 か ら 治 療 希 望 が あ り ， 十 分 な 説

明 を 行 っ て 同 意 を 得 た 上 で 発 症  4 時 間  1 8分 後 に   t i s s u e  p l a s m i n o g e n  

 a c t i v a t o r （  t - PA ） を 投 与 し た ． 投 与 開 始 後 に 収 縮 期 血 圧 が

 1 9 0 m m H g 台 と な り ， ニ カ ル ジ ピ ン を 使 用 し  1 8 5 m m H g 以 下 に コ ン

ト ロ ー ル し た ． 投 与 開 始  1 時 間 後 に 左 上 肢 麻 痺 が 改 善 し ，  N I H S S は

 3 点 と な り ， 頭 部  C T で は 異 常 所 見 は 認 め な か っ た ． そ の 直 後 に 頭

痛 ， 嘔 気 を 訴 え ， 急 速 に 意 識 障 害 が 悪 化 し  G C S  E 1 V 1 M 5 と な っ た ．

頭 部  C T で  F i s h e r  g r o u p 3 の び ま ん 性 く も 膜 下 出 血 を 認 め ，  C TA で

 M R A と 同 様 に 前 交 通 動 脈 に 動 脈 瘤 を 認 め た （  F i g . 2 ）． 血 圧 管

理 ・ 鎮 静 後 に 気 管 内 挿 管 を 行 い ， 一 旦 集 中 治 療 室 （  I C U ） に 収 容 し

た （  F i g . 3 ）．  

 緊 急 で 脳 血 管 撮 影 を 行 い ，  3 D - R A で 前 交 通 動 脈 に 径  3 . 5 × 2 . 5 m m の
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ブ レ ブ を 伴 う 動 脈 瘤 を 認 め （  F i g . 4 A ） 本 動 脈 瘤 の 破 裂 に よ る く も 膜

下 出 血 と 診 断 し た ． 引 き 続 き ， 脳 動 脈 瘤 コ イ ル 塞 栓 術 を 施 行 し た

（  F i g . 4 B ）． 術 中 破 裂 に 備 え  b a l l o o n  c a t h e t e r な ど の  r e s c u e  d e v i c e の

使 用 も 考 慮 す べ き で あ っ た が ，  t - PA 投 与 後 の 破 裂 瘤 で あ り  s i m p l e  

 t e c h n i q u eで 可 及 的 速 や か に 塞 栓 を 行 う こ と と し た ． 右 大 腿 動 脈 に

 6 F r シ ー ス  2 5 c m （ テ ル モ ， 東 京 ） を 留 置 し た ．  E n v o y  6 F r  9 0 c m

（ ジ ョ ン ソ ン ・ エ ン ド ・ ジ ョ ン ソ ン ， 以 下  J  & J ， 東 京 ） を  C X カ テ

ー テ ル  4 F r  J B 2  1 2 5 c m （ カ テ ッ ク ス ， 神 奈 川 ） を 同 軸 と し ガ イ ド ワ

イ ヤ ー を サ ー フ  0 . 0 3 5 i n c h  1 5 0 c m（ パ イ オ ラ ッ ク ス ， 神 奈 川 ） と し て

左 内 頚 動 脈  p e t r o u s  p o r t i o n に 留 置 し た ．  3 . 4 F r  TA C T I C S  1 2 0 c m （ テ

ク ノ ク ラ ー ト ， 愛 知 ） を 中 間 カ テ ー テ ル と し ，  E x c e l s i o r  S L - 1 0  

 p r e s h a p e d  4 5 °  1 5 0 c m （  S t r y k e r ，  K a l a m a z o o ，  M I ，  U S A ） を

 Tr a x c e s s  1 4  2 0 0 c m （ テ ル モ ， 東 京 ） を 用 い て 動 脈 瘤 内 に 留 置 し た ．

 G A L A X Y C O M P L E X  X T R A S O F T 3 m m / 4 c m（  J  &  J ） で フ レ ー ム を 作

成 し ，  G A L A X Y G 3  m i n i  2 m m / 3 c m （  J  &  J ），  G A L A X Y G 3  m i n i  

 2 m m / 3 c m （  J  &  J ） を 留 置 し ， 動 脈 瘤 内 の 造 影 が 完 全 に 消 失 し た こ

と を 確 認 し 手 技 を 終 了 し た （  F i g . 4 C ）． 術 翌 日 の 頭 部  C T で 再 出 血

は 認 め ず ， ア ス ピ リ ン  1 0 0 m g の 投 与 を 開 始 し ， 塩 酸 フ ァ ス ジ ル 及 び

オ ザ グ レ ル を 用 い た 抗 血 管 攣 縮 治 療 を 開 始 し た ．  

 術 後 症 候 性 脳 血 管 攣 縮 は 来 た さ ず ，  6 週 間 後 に 続 発 性 正 常 圧 水 頭

症 に 対 し ， 脳 室 - 腹 腔 シ ャ ン ト 術 を 行 っ た ．  m o d i f i e d  R a n k i n  

 S c a l e : 3 の 状 態 で 回 復 期 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 病 院 へ 転 院 し た .  
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考 察  

  t - PA 静 注 療 法 後 の 脳 内 出 血 は  1 0 . 5 - 2 4 . 8 % に 生 じ ， そ の う ち 症 候 性

の も の は  1 . 9 - 5 . 9 % に 生 じ る と さ れ て い る  3 ) 4 ) 5 ) 7 ) ． 本 邦 で の  t - PA 治 療

指 針 で は 未 破 裂 脳 動 脈 瘤 を 有 す る 急 性 脳 梗 塞 で の  t - PA 使 用 は 慎 重 投

与 の 対 象 で あ る が  1 ) ， 未 破 裂 脳 動 脈 瘤 を 有 す る 急 性 脳 梗 塞 例 に 対 し

て  t - PA 静 注 療 法 を 行 っ た  r e t r o s p e c t i v e  s t u d y で は ， 脳 動 脈 瘤 の 有 無 に

関 わ ら ず 症 候 性 を 含 む 脳 内 出 血 の 頻 度 に 有 意 差 は 認 め ず ， 脳 動 脈 瘤

の 破 裂 に よ る く も 膜 下 出 血 は 認 め ず  2 ) 3 ) 4 ) 5 ) 6 ) ， 脳 動 脈 瘤 を 有 す る 症

例 で も 比 較 的 安 全 に  t - PA が 使 用 で き る と 考 え ら れ て い る ．  未 破 裂

脳 動 脈 瘤 を 有 す る 心 筋 梗 塞 ・ 脳 梗 塞 に 対 し  t - PA 投 与 後 に 未 破 裂 脳 動

脈 瘤 が 破 裂 し く も 膜 下 出 血 を 発 症 し た 例 が 過 去 に  4 例 報 告 さ れ て い

る （  Ta b l e 1 ）  8 ) 9 ) 1 0 ) 1 1 ) ． 本 症 例 を 含 め る と ， 平 均 年 齢 は  6 6 . 6 歳 ， 女

性 は  4 例 ， 梗 塞 の 病 型 分 類 は 心 筋 梗 塞 が  1 例 ， 心 原 性 脳 塞 栓 症 が  2

例 ， 内 頚 動 脈 解 離 が  1 例 ， ラ ク ナ 梗 塞 が  1 例 で あ っ た ． 脳 動 脈 瘤 の

部 位 は 前 交 通 動 脈 瘤 が  3 例 で あ り ，  6 脳 動 脈 瘤  5 症 例 の う ち  5 動 脈

瘤 に  d a u g h t e r  s a c の 存 在 が 認 め ら れ た ．  t - PA 投 与 か ら 脳 動 脈 瘤 が 破

裂 す る ま で の 時 間 に は ば ら つ き が 認 め ら れ た ． 脳 動 脈 瘤 の 破 裂 後 に

死 亡 に 至 っ た  3 例 で は 動 脈 瘤 の サ イ ズ が 大 き く ， 脳 動 脈 瘤 破 裂 後 の

状 態 が 重 篤 で あ る 傾 向 が 認 め ら れ た ．  未 破 裂 脳 動 脈 瘤 が  t - PA 投 与

後 に 破 裂 を 来 た す 主 た る 要 因 は 脳 梗 塞 後 の 血 圧 上 昇 で あ る と 考 え ら

れ る ． 脳 梗 塞 急 性 期 で は 交 感 神 経 の 活 性 化 に よ り カ テ コ ラ ミ ン ・

 B r a i n  N a t r i u r e t i c  P e p t i d e が 分 泌 さ れ 血 圧 は 上 昇 す る こ と が 多 い

 1 2 ) 1 3 ) 1 4 ) ． t-PAに は  m a t r i x  m e t a l l o p r o t e i n a s e - 9 （  M M P - 9） の 産 生 を 誘

導 し  1 5 )， ま た 梗 塞 巣 内 で  M M P - 9の 産 生 を 誘 導 し 血 管 の 基 底 膜 を 破 壊
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す る こ と で 出 血 を 来 た し 得 る と さ れ て お り  1 6 ) 1 7 ) ， 脳 動 脈 瘤 の 破 裂 に

関 与 す る 可 能 性 が 否 定 で き な い た め 未 破 裂 脳 動 脈 瘤 を 有 す る 急 性 脳

梗 塞 で の  t - PA の 使 用 は 症 例 に 拠 っ て は 慎 重 に 検 討 す る こ と が 望 ま し

い ． ま た 今 回 の よ う な 前 交 通 動 脈 瘤 は 小 径 で あ っ て も 破 裂 リ ス ク の

高 い 部 位 で あ り  1 8 )， ブ レ ブ の 存 在 は そ れ 自 体 破 裂 リ ス ク と な る た め

 1 9 )，  t - PA の 投 与 前 に 脳 動 脈 瘤 の 部 位 ・ 形 状 に も 留 意 し 破 裂 す る リ ス

ク に つ い て も 考 慮 す る 必 要 が あ る と 思 わ れ る ．  急 性 脳 梗 塞 で  t - PA

を 使 用 す る 際 に ， 単 純  C T の 所 見 の み で 投 与 の 是 非 を 判 断 す る よ り

も ， 脳 梗 塞 の 責 任 血 管 の 同 定 や 未 破 裂 脳 動 脈 瘤 の 検 索 の た め に

 M R A な い し  C TA を 行 う こ と が 望 ま し い と 思 わ れ る ． も し 未 破 裂 脳

動 脈 瘤 を 認 め た 際 に は 脳 動 脈 瘤 の 破 裂 が  t - PA 投 与 後 に 起 こ り 得 る こ

と を 考 慮 し ， 神 経 学 的 重 症 度 が 低 く 主 幹 動 脈 閉 塞 が な い 場 合 は  t - PA

投 与 の リ ス ク ・ ベ ネ フ ィ ッ ト を 慎 重 に 検 討 す る 必 要 が あ る ．  t - PA 投

与 後 ， 収 縮 期 血 圧 を 厳 格 に コ ン ト ロ ー ル し た 方 が 頭 蓋 内 出 血 を 生 じ

る 頻 度 は 減 少 す る た め  2 0 )， 未 破 裂 脳 動 脈 瘤 を 有 す る 急 性 脳 梗 塞 で は

 t - PA 投 与 中 及 び 投 与 後 の 血 圧 管 理 を 下 方 に 修 正 す る こ と を 考 慮 し て

も 良 い か も し れ な い ．  

 

           結 語  

 急 性 脳 梗 塞 に 対 し て  t - PA 投 与 後 に 未 破 裂 前 交 通 動 脈 瘤 が 破 裂 し ，

く も 膜 下 出 血 を 来 た し た 症 例 を 経 験 し た ． 未 破 裂 脳 動 脈 瘤 を 有 す る

急 性 脳 梗 塞 に 対 す る  t - PA の 使 用 は 脳 動 脈 瘤 の 破 裂 リ ス ク ， 脳 梗 塞 の

神 経 学 的 重 症 度 な ど で 慎 重 に 検 討 す る 必 要 が あ る ．  
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f o r  A p p r o p r i a t e  U s e  o f  M e c h a n i c a l  T h r o m b e c -  t o m y  D e v i c e s  f o r  

A c u t e  S t r o k e ,  T h i r d  E d i t i o n .  M a r c h  2 0 1 8 .  J p n  J  S t r o k e  2 0 1 8 ;  4 0 :  

2 8 5 – 3 0 9 .   

2 )   Z h a n g  C H ,  L i  C ,  Wa n g  Y X  e t  a l .  E f f i c a c y  a n d  S a f e t y  o f  

 I n t r a v e n o u s  T h r o m b o l y s i s  f o r  t h e  Tr e a t m e n t  o f  A c u t e  I s c h e m i c  

 S t r o k e  P a t i e n t s  w i t h  S a c c u l a r  I n t r a c r a n i a l  A n e u r y s m s  o f  ≤3  m m .  

 C e l l  B i o c h e m  B i o p h y s  2 0 1 5 ; 7 2 : 8 8 9 - 9 3 .  

3 )   M i t t a l  M K ,  S e e t  R C ,  Z h a n g  Y e t  a l .  S a f e t y  o f  i n t r a v e n o u s  

 t h r o m b o l y s i s  i n  a c u t e  i s c h e m i c  s t r o k e  p a t i e n t s  w i t h  s a c c u l a r  

 i n t r a c r a n i a l  a n e u r y s m s .  J  S t ro k e  C e re b ro v a s c  D i s  2 0 1 3 ; 2 2 : 6 3 9 - 4 3 .  

4 )   E d w a r d s  N J ,  K a m e l  H ,  J o s e p h s o n  S A .  T h e  s a f e t y  o f  i n t r a v e n o u s  

 t h r o m b o l y s i s  f o r  i s c h e m i c  s t r o k e  i n  p a t i e n t s  w i t h  p r e - e x i s t i n g  

 c e r e b r a l  a n e u r y s m s :  a  c a s e  s e r i e s  a n d  r e v i e w  o f  t h e  l i t e r a t u r e .  

 S t ro k e  2 0 1 2 ; 4 3 : 4 1 2 - 6 .   

5 )   S h e t h  K N ,  S h a h  N ,  M o r o v a t i  T  e t  a l .  I n t r a v e n o u s  r t - PA i s  n o t  

 a s s o c i a t e d  w i t h  i n c r e a s e d  r i s k  o f  h e m o r r h a g e  i n  p a t i e n t s  w i t h  

 i n t r a c r a n i a l  a n e u r y s m s .  N e u ro c r i t  C a re  2 0 1 2 ; 1 7 : 1 9 9 - 2 0 3 .  

6 )   K i m  J T,  P a r k  M S ,  Yo o n  W e t  a l .  D e t e c t i o n  a n d  s i g n i f i c a n c e  o f  
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 i n c i d e n t a l  u n r u p t u r e d  c e r e b r a l  a n e u r y s m s  i n  p a t i e n t s  u n d e rg o i n g  

 i n t r a v e n o u s  t h r o m b o l y s i s  f o r  a c u t e  i s c h e m i c  s t r o k e .  J  

 N e u ro i m a g i n g  2 0 1 2 ; 2 2 : 1 9 7 - 2 0 0 .  

7 )   B r o d e r i c k  J P,  P a l e s c h  Y Y,  D e m c h u k  A M  e t  a l .  E n d o v a s c u l a r  

 t h e r a p y  a f t e r  i n t r a v e n o u s  t - PA v e r s u s  t - PA a l o n e  f o r  s t r o k e .  N  E n g l  

 J  M e d  2 0 1 3  ; 3 6 8 : 8 9 3 - 9 0 3 .   

8 )   L a g a r e s  A ,   G ó m e z  P A ,  L o b a t o  R D  e t  a l .  

 C e r e b r a l  a n e u r y s m  r u p t u r e  a f t e r  r - T PA t h r o m b o l y s i s  f o r  

 a c u t e  m y o c a r d i a l  i n f a r c t i o n .  S u rg  N e u ro l  1 9 9 9 ; 5 2 : 6 2 3 - 6 2 6 .  

9 )  R a m m o s  S K ,  N e i l s  D M ,  F r a s e r  K  e t  a l .  A n t e r i o r  c o m m u n i c a t i n g  

 a r t e r y  a n e u r y s m  r u p t u r e  a f t e r  i n t r a v e n o u s  t h r o m b o l y s i s  f o r  a c u t e  

 m i d d l e  c e r e b r a l  a r t e r y  t h r o m b o e m b o l i s m :  c a s e  r e p o r t . N e u r o s u r g e r y  

2 0 1 2 ; 7 0 : E 1 6 0 3 - 1 6 0 7 .  

1 0 )  H a j i  F ,  v a n  A d e l  B ,  A v e r y  M  e t  a l .  I n t r a c r a n i a l  a n e u r y s m  

 r u p t u r e  f o l l o w i n g  i n t r a v e n o u s  t h r o m b o l y s i s  f o r  s t r o k e .  C a n  J  

N e u r o l  S c i  2 0 1 4 ; 4 1 : 9 5 - 9 8 .  

1 1 )  Z a l d i v a r - J o l i s s a i n t  J F ,  M e s s e r e r  M ,  B e r v i n i  D  e t  a l .  R u p t u r e  o f  a  

 c o n c e a l e d  a n e u r y s m  a f t e r  i n t r a v e n o u s  t h r o m b o l y s i s  o f  a  t h r o m b u s  

 i n  t h e  p a r e n t  m i d d l e  c e r e b r a l  a r t e r y.  J  S t r o k e  C e r e b r o v a s c  D i s  

2 0 1 5 ; 2 4 : e 6 3 - 6 5 .  

1 2 )   Q u r e s h i  A I ,  E z z e d d i n e  M A ,  N a s a r  A e t  a l .  P r e v a l e n c e  o f  e l e v a t e d  

 b l o o d  p r e s s u r e  i n  5 6 3 , 7 0 4  a d u l t  p a t i e n t s  w i t h  s t r o k e  p r e s e n t i n g  t o  

 t h e  E D  i n  t h e  U n i t e d  S t a t e s .  A m  J  E m e rg  M e d  2 0 0 7 ; 2 5 : 3 2 - 8 .  

1 3 )    N a k a g a w a  K ,  Ya m a g u c h i  T,  S e i d a  M  e t  a l .  P l a s m a  
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 c o n c e n t r a t i o n s  o f  b r a i n  n a t r i u r e t i c  p e p t i d e  i n  p a t i e n t s  w i t h  a c u t e  

 i s c h e m i c  s t r o k e .  C e re b ro v a s c  D i s  2 0 0 5 ; 1 9 : 1 5 7 - 6 4 .  

1 4 )   M y e r s  M G ,  N o r r i s  J W,  H a c h n i s k i  V C  e t  a l .  P l a s m a  

 n o r e p i n e p h r i n e  i n  s t r o k e .  S t ro k e  1 9 8 1 ; 1 2 : 2 0 0 - 2 0 4 .  

1 5 )   R o s e l l  A ,  C u a d r a d o  E ,  O r t e g a - A z n a r  A e t  a l .  M M P - 9 - p o s i t i v e  

 n e u t r o p h i l  i n f i l t r a t i o n  i s  a s s o c i a t e d  t o  b l o o d - b r a i n  b a r r i e r  

 b r e a k d o w n  a n d  b a s a l  l a m i n a  t y p e  I V  c o l l a g e n  d e g r a d a t i o n  d u r i n g  

 h e m o r r h a g i c  t r a n s f o r m a t i o n  a f t e r  h u m a n  i s c h e m i c  s t r o k e .  S t ro k e  

 2 0 0 8 ; 3 9 : 11 2 1 - 11 2 6 .  

1 6 )   C u n n i n g h a m  L A ,  We t z e l  M ,  R o s e n b e rg  G A .  M u l t i p l e  r o l e s  f o r  

 M M P s  a n d  T I M P s  i n  c e r e b r a l  i s c h e m i a .  G l i a  2 0 0 5 ; 5 0 : 3 2 9 - 3 3 9 .   

1 7 )   R o s e l l  A ,  O r t e g a - A z n a r  A ,  A l v a r e z - S a b í n  J  e t  a l .  I n c r e a s e d  b r a i n  

 e x p r e s s i o n  o f  m a t r i x  m e t a l l o p r o t e i n a s e - 9  a f t e r  i s c h e m i c  a n d  

 h e m o r r h a g i c  h u m a n  s t r o k e . S t ro k e  2 0 0 6 ; 3 7 : 1 3 9 9 - 1 4 0 6 .  

1 8 )   I k a w a  F,  M o r i t a  A ,  To m i n a r i  S  e t  a l .  R u p t u r e  r i s k  o f  s m a l l  

 u n r u p t u r e d  c e r e b r a l  a n e u r y s m s . J  N e u ro s u rg  2 0 1 9  ; 2 5 : 1 - 1 0 .   

1 9 )   L i n d g r e n  A E ,  K o i v i s t o  T,  B j ö r k m a n  J  e t  a l .  I r r e g u l a r  s h a p e  o f  

 i n t r a c r a n i a l  a n e u r y s m  i n d i c a t e s  r u p t u r e  r i s k  i r r e s p e c t i v e  o f  s i z e  i n  

 a  p o p u l a t i o n - b a s e d  c o h o r t .  S t ro k e  2 0 1 6 ; 4 7 : 1 2 1 9 - 1 2 2 6 .   

2 0 )  A n d e r s o n  C S ,  H u a n g  Y ,  L i n d l e y  R I  e t  a l .  I n t e n s i v e  b l o o d  

 p r e s s u r e  r e d u c t i o n  w i t h  i n t r a v e n o u s  t h r o m b o l y s i s  t h e r a p y  f o r  a c u t e  

 i s c h a e m i c  s t r o k e  ( E N C H A N T E D ) :  a n  i n t e r n a t i o n a l ,  r a n d o m i s e d ,  

 o p e n - l a b e l ,  b l i n d e d - e n d p o i n t ,  p h a s e  3  t r i a l .  L a n c e t  2 0 1 9 ; 3 9 3 : 8 7 7 -

8 8 8 .  
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 L e g e n d s  o f  t h e  f i g u re s  

F i g . 1  ( A )  D i f f u s i o n - w e i g h t e d  i m a g i n g  o n  a d m i s s i o n  s h o w e d  h i g h -

 i n t e n s i t y  a r e a  i n  t h e  r i g h t  c o r o n a  r a d i a t a （  a r r o w ） .  ( B )  M R A ( 3 D -

 TO F )  s h o w e d  s m a l l  a n e u r y s m  i n  a n t e r i o r  c o m m u n i c a t i n g  a r t e r y

（  a r r o w ） . ( C )  M R A ( Vo l u m e  r e n d e r i n g )  s h o w e d  t h e  p o s s i b i l i t y  o f  b l e b  

 a t  t h e  t i p  o f  a n e u r y s m ( a r r o w ) .  

 

F i g . 2 .  ( A ) C o m p u t e d  t o m o g r a p h y  s h o w e d  d i f f u s e  s u b a r a c h n o i d  

h e m o r r h a g e  i n  b a s a l  c i s t e r n .  ( B )  C TA s h o w e d  a n e u r y s m ( 3 . 0 m m )  i n  

a n t e r i o r  c o m m u n i c a t i n g  a r t e r y ( a r r o w ) . ( C )  B l e b  w a s  s u s p e c t e d  a t  t h e  t i p  

 o f  a n e u r y s m ( a r r o w ) .  

 

F i g . 3  B l o o d  p r e s s u r e  c h a n g e  f r o m  v i s i t i n g  o u r  h o s p i t a l  t o  e n t e r i n g  t h e  

i n t e n s i v e  c a r e  u n i t ( I C U ) .  S B P :  s y s t o l e c  b l o o d  p r e s s u r e ,  D B P : d i a s t o l e c  

 b l o o d  p r e s s u r e ,  i . v. :  i n t r a v e n o u s  i n j e c t i o n .  

 

F i g .  4 .  ( A )  3 D  r o t a t i o n  a n g i o g r a p h y  s h o w e d  a n e u r y s m ( 3 . 5 × 2 . 5 m m )  w i t h  

b l e b  i n  a n t e r i o r  c o m m u n i c a t i n g  a r t e r y ( a r r o w ) .  ( B )  A n g i o g r a p h y  b e f o r e  

t h e  c o i l  e m b o l i z a t i o n . ( C ) A n g i o g r a p h y  a f t e r  t h e  t r e a t m e n t  s h o w e d  n e c k  

 r e m m n a n t .  

 

 Ta b l e  1 .  P a t i e n t  c h a r a c t e r r i s t i c s  o f  s u b a r a c h n o i d  h e m o r r h a g e  d u e  t o  

 r u p t u r e  o f  c e r e b r a l  a n e u r y s m  a f t e r  t - PA a d m i n i s t r a t i o n .  



Table1. Patient characterristics of subarachnoid hemorrhage due to rupture of cerebral aneurysm after t-PA administration.
Case Author Age Sex Type of infarction NIHSS Cerebral aneurysm Size Daughter sac Onset time WFNS Treatment mRS

1 Lagares,1999 66 F myocardial infarction 0 anterior communicating a. N/A + 8h Ⅴ none 6
2 Rammos,2012 51 F Af（cardiogenic embolism） 20 anterior communicating a. 7mm + N/A Ⅳ thrombectomy 6

MCA occlusion coling
3 Haji,2014 71 M ICA dissection 15 posterior communicating a. 6mm - 5h Ⅴ none 6

MCA occlusion posterior inferior cerebellar a. 8.5mm +
4 Zaldivar,2015 71 F Af（cardiogenic embolism） 11 midlle cerebral a. 6mm + 24h Ⅰ clipping 1

MCA occlusion
5 Present case 74 F  lacunar infarction 5 anterior communicating a. 3mm + 1h Ⅳ coiling 3

N/A:not available
Onset time:the time when SAH confirmed from t-PA administration.
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